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慶應義塾大学と東芝が寄附講座「量子技術とマーケットデザイン」を開講 

 
慶應義塾大学（東京都港区、塾長︓伊藤公平、以下 慶應義塾）と株式会社東芝（神奈川県川崎市、代

表取締役 社長執行役員 CEO︓島田太郎、以下 東芝）は、慶應義塾大学経済学部において 2025 年秋学
期より寄附講座「量子技術とマーケットデザイン」を開講しました。本講座は、進展著しい量子技術と、経済学において
注目を集めるマーケットデザイン（市場設計）という 2 つの先端分野を融合し、量子時代の市場制度設計の視点を
提供しつつ、次世代の制度設計を担う人材の育成を目指します。 
 
講座は、マーケットデザインを専門とする栗野盛光教授と、量子技術の社会応用を目指す高原勇特任教授が共同で
担当します。産学連携のもと、理論と実践、技術と制度を架橋する先進的な教育を展開します。 
 
本講座の特徴的な内容 
本講座では、東芝をはじめとする学外講師を招聘し、量子技術と市場設計の接点を多角的に学びます。主なトピック
は以下の通りです。 
・量子コンピューティングの技術と市場設計への応用 
・量子セキュリティの技術と市場設計への応用 
・量子センシングの技術と市場設計への応用 
・AI と量子技術の連携による新しい経済モデル 
・金融・インフラ・産業分野における量子技術の応用 
・量子コンピュータ実機を用いた実習 
・国際標準化や産官学連携の最新動向 
 
本講座の意義 
量子技術は、今後の経済や社会の構造に大きな影響を及ぼすと期待されています。本講座では、その技術的基盤を
経済学部の学生にもわかりやすく伝えるとともに、量子技術の発展と市場拡大を支える制度設計について学ぶ機会を
提供します。こうした取り組みは世界的にも先駆的な試みであり、慶應義塾ならではの「全社会の先導者」を育てる姿
勢を体現するものです。 
 
さらに、産学連携により、理論の習得だけにとどまらず、実社会に根ざした事例や課題に触れながら学べる点も、本講
座の大きな特徴です。本講座は、量子技術を活用した新たな市場制度の在り方を学生とともに探求し、近い将来を
見据えた高度な専門性と実践力を備えた人材の育成を目指します。 
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10月 6日に行われた「量子技術とマーケットデザイン」初回講座の様子 

（左）講義を行う東芝島田社長  （右）慶應義塾伊藤塾長による開講メッセージ 
 
 

 
寄附講座概要 
寄附講座名 量子技術とマーケットデザイン 
開講期間 2025年秋学期 （2025年 10⽉6⽇～2026年 1⽉19⽇、全 14回） 
担当教員 栗野 盛光（経済学部教授）、高原 勇（経済学部特任教授） 
開講場所 慶應義塾大学三田キャンパス 
対象学生 慶應義塾大学経済学部、慶應義塾大学大学院経済学研究科修士課程 約 420名  

 
 
本件に関するお問い合わせ先 
 
慶應義塾広報室 担当︓道祖土（さいど） 
TEL: 03-5427-1541  E-mail: m-pr@adst.keio.ac.jp 
 
株式会社東芝 コーポレートコミュニケーション室 メディアコミュニケーション担当 
Email: media.relations@toshiba.co.jp 
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